
      事例紹介

フルスペクトル形高演色蛍光ランプの製造・販売メーカーである（株）マルトキ様から、
韓国への輸出に関連して国際規格準拠の試験法について、ご相談がありました。

  相談から規制クリアまでの経緯

　●平成25年6月　蛍光ランプを輸出する際、性能表に記載するランプ特性値の測定に
ついて、相談に来所。

　●平成25年7月   試験用安定器の製作について支援。
　●平成26年2月　試験用安定器が完成。これを使用したランプ特性試験を支援。

（都産技研 実証試験セクター・環境試験室にて実施）
韓国向け製品仕様表用のデータを取得。

　電子半導体技術グループでは、微細加工支援のための加工装置類および実装関連装置（MEMS半導
体）、EMCやアンテナ評価のための電波暗室・電子部品の測定器類（高周波半導体）、基礎絶縁技術支援の
ための雷インパルス電流発生装置や雷インパルス電圧発生装置、交流高電圧発生装置（高電圧）、電気材料
や製品の電気安全評価のための誘電率試験機や大容量電源など（電気応用）を保有しています。 今回は、
電気材料の評価で用いられる装置でご利用の多いハイレスタ（高抵抗率計）およびロレスタ（低抵抗率計）
についてご紹介します。

ハイレスタ（高抵抗率計）
ロレスタ（低抵抗率計）
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概　要

活用事例

　ハイレスタ（高抵抗率計）およびロレスタ（低抵抗率

計）は、材料の抵抗を測定する装置です。ハイレスタは、

抵抗値の高い絶縁物の抵抗を測定することができま

す。ロレスタは、抵抗値の低い導電性の材料を四探針法

によって測定するものです。いずれの装置もプローブ

を試料に押し当てるだけで簡単に試料の抵抗を測定で

きます。リアルタイムで抵抗値が確認できるうえに、試

料の厚みや形状から、表面抵抗率や体積抵抗率にその

場ですぐに換算する機能があります。

　小さくて試料に電極を形成できないものや、簡便に

抵抗値を知りたい場合に、本装置を活用しています。

　ハイレスタは、樹脂・セラミック・塗料など比較的抵

抗値が高い材料に使用しています。ロレスタでは、導電

性のゴム・透明導電膜・半導体ウエハーなどの比較的抵

抗値が低い材料の測定に使用しています。測定は、基本

的にプローブを試料に押し当てるだけで、電極形成な

どの事前準備がいりません。また、プローブ形状も複数

種類ご用意していますので、試料に合わせて選ぶこと

ができます。ハイレスタとロレスタを併用することによ

り、抵抗値の低いものから高いものまでさまざまな材

料の評価が可能です。

ハイレスタ

ロレスタ

測定レンジ(Ω)

10⁴～10¹³

10-³～10⁷

測定条件

10・100・250・500・1,000 (V)

10-⁷～10-¹ (A)

仕 様

ハイレスタ（左）とロレスタ（右）

測定の様子

※ハイレスタは電圧印加、ロレスタは電流を流して測定します。
   なお、測定条件は材料の抵抗値によって異なります。

照明光源・器具の国際規格については
お任せください

　 LED製品の現状

　従来の蛍光ランプなどの真空システム光源を組み込んだ

照明器具に代わって、LED光源の普及が拡大しています。真

空システム光源と違い、LED製品の製造は大規模な設備を必

要としないため、多種多様なLED製品が製造されています。

その一方で、規格の体系化が十分に行われていないため、

メーカーや国によって仕様もさまざまというのが現状です。

これは、日本製の照明器具の輸出拡大において、今後解決し

ていくべき課題であるといえるでしょう。

　中小企業にとって、これから国際規格にのっとった製品を

つくり、海外で販売することは大きな負担です。何から手を

付けたらよいかわからないという方も多いのではないで

しょうか。

　
　 私の経歴・お手伝いできること

　私は、平成14年に制定公布された光の生体安全性に対す

る国際規格「IEC 62471-1 : Photobiological safety of 

lamps and lamp systems」の原案作成に日本代表委員とし

て参加しています。これは、光源からの人体への安全性リス

クに関する国際規格として初めて制定されたものです。ま

た、メーカー勤務時代にも、蛍光ランプや産業用電気加熱装

置の製品仕様、安全仕様などの国際規格の制定・改訂に関

わっていますので、規格についても現実的なアドバイスがで

きると思います。

　 製品の国際展開にあたって

　LED照明器具の商品展開を的確に予測し、それに対応した

輸出販売戦略（ビジネスモデル）が構築できれば、輸出拡大の

道は開けてくると思います。実際に、私の元に相談に来られ

た中小企業が、製品を輸出した実績もあります。

　LED照明器具の輸出促進のためには解決すべき課題が多

いことも確かですが、私たちとしても皆さんの相談から学び

つつ、ともに課題解決に取り組み、道を切り開くお手伝いを

したいと思っています。ぜひお気軽にご相談いただければと

思います。

河本 康太郎 相談員
こう      もと           こう       た        ろう

河本 康太郎（こうもと こうたろう）　
プロフィール

（株）東芝・東芝ライテック（株）・（一社）日
本電球工業会を経て、（株）テクノローグ
に勤務。神奈川大学講師（非常勤）、照明学
会通信教育講師（照明専門講座）、IEC（国
際電気技術標準会議）［産業用電気加熱］
日本委員、同［光の安全性とレーザー機
器］ WG9日本委員、CIE（国際照明委員
会）［光生物学と光化学］ Associate 
Director（副部会長）を務める。

【中小企業の皆さんへ】
　MTEPの専門相談員としての私のモットーは、「ご相談に来られた方のお話をよく聞くこと」
です。特に、LED照明器具については、多種多様な商品の規格体系化が途上であり、中小企業の
皆さんも暗中模索の状態でご相談に来られるケースが多いです。そうした皆さんの悩みや迷い
に真摯に耳を傾け、内容を丁寧に理解することで、適切な解決策をご提示できるのではないか
と考えています。とにかく、照明光源器具の国際規格について分からないことがあれば、一人で
悩んで抱え込んでしまわず、ぜひMTEPにご相談ください。

  …………………………………………………………

月曜日担当
専門：照明、電熱、国際規格

中小企業の海外展開を強力にバックアップする「広域首都圏輸出製品技術支援 センター（MTEP）」。
ここではMTEPの専門相談員が、よくある質問やサポート内容、海外展開のコツをご紹介します。

MTEP 専門相談員紹介

世界に勝つものづくりのコツ 第2回
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